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創立80周年祝賀会

創立100周年祝賀会にて

浅川先生と
中山千夏さん（昭和43年卒）
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120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

『
成
人
の
集
い
』

大
舘 

実
和

　
成
人
式
の
集
い
で
同
級
生
と
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
、
懐
か
し
く
温
か
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

当
時
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
道
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
を

知
り
、
大
人
へ
と
成
長
し
た
姿
に
感
慨
深
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
話
し
て
み
る
と
昔

と
変
わ
ら
な
い
雰
囲
気
や
笑
い
合
え
る
関
係
が
あ

り
、
と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
況
を
語
り
合
う
中
で
、
み
ん
な
が
夢

や
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
学
生
時
代
は

同
じ
場
所
で
過
ご
し
て
い
た
仲
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
世
界
で
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
く
も
あ

り
、
誇
ら
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
再
開
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
へ
進
ん
で
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

本
橋 

愛
梨

　
成
人
式
に
麴
町
学
園
に
行
き
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
友
達
と
も
再
会
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
大
人
に
な
っ
た
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
式
も
先
生
た
ち
の
言
葉
で
成
人
と

し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
‼
 楽
し
か
っ
た
で
す
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
二
十
歳
の
集
い
』

　
大
上
　
　 

剛

二
〇
二
二
年
度
高
校
三
年
学
年
主
任

　
一
月
一
三
日
（
月
祝
）、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に

て
「
二
十
歳
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
三
月
に
卒
業
し
た
生
徒
た
ち
が
華
や

か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
久
し
ぶ
り
に
母
校
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
お
よ
そ
二
年
ぶ
り
に
会
う
そ

の
姿
は
、
生
徒
で
あ
っ
た
と
き
よ
り
も
何
倍
も
立

派
で
、
で
も
時
折
見
せ
る
表
情
や
笑
顔
は
当
時
の

面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

三
八
名
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
は

明
る
く
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
う
れ
し
く

思
う
と
と
も
に
、
卒
業
式
の
と
き
に
感
じ
た
さ
み

し
さ
を
少
し
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
高
校
三
年
を
担
当
し
た
教
員
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
教
職
員
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
一
五
六
名
の
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

祝 二十歳の集い
2025. 1 . 13

そののわかな　Vol.6621 



120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

学園はいま

　　　　　　　2024年９月28日㈯・29日㈰

同窓会のお手伝いができてよかったです。またこのような機会が
あったら参加したいです。� 安達心【令和６年卒】

終始楽しく活動させていただきました!!�シフトがあると、休けい
が多い人と少ない人の差がなくなり、平等に遊ぶ（休けい）こと
ができたのではないかと思うことが正直な感想です（汗）。←私
は遊びが多い人でした…。あとは、メニュー名との照らし合わせ
が難しかったです!!�来年もよろしくお願いします。
� 大野真緒【令和６年卒】

久しぶりに麴町学園に来れてとても嬉しかったです。同窓会のお
手伝いもめったにできることではないので、とても良い経験にな
りました。ありがとうございました。� 吉田あすか【令和６年卒】

今回の同窓会活動を通して、昔の卒業生の方々や受験生の方と
様々なお話をすることができて楽しかったです。
� 工藤由楽【令和６年卒】

先生方に久しぶりにお会いできて幸せでした。また、手伝いに行
きたいです。　　　　　　　　　　��　　　水海咲音【令和６年卒】

同窓会のお手伝いとして約10年ぶりに学園祭に参加しました。懐
かしい顔ぶれと再開することもでき、嬉しさと楽しさに満ちた２日
間でした。来年以降も参加したいと思います。
� 根本歩実【平成25年卒】

今まで生徒側として若菜同窓会の食品をおいしく食べていたので、
今回は初めて売る側としてお手伝いさせていただけてとても嬉し
かったです！　またぜひお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藁谷あかり【令和６年卒】

麴町の卒業生の先輩方とお話できて楽しかったです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木菜津子【令和６年卒】

葵   祭

22 



120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

2025年葵祭同窓会食堂の
お手伝いを希望される方は
同窓会HPのお問い合わせ
からご連絡ください！

2024年６月25日㈫
於：東京体育館

体育祭

そののわかな　Vol.6623 



120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

同 窓 会 N E W S

10月17日。麴町学園出身の歌手の小林幸子さんが、母校の書道部と共に
書道パフォーマンスをおこないました。当日の様子は、後日TBSテレビ「ラ
ラLIFE」で放送されました。幸子さんは芸能生活60周年をむかえました。

創立以来、麴町学園の
制服は時代の流れとと
もに変わってきました。
今年から
スラックス
が登場しました！

トピックス

秋のバスツアー開催予定！！

10月ごろ開催予定です。
HPをチェック
してください。

ご希望の方には
個別にご連絡を
差し上げますので、
HPのお問い合わせ
より連絡ください。

制服にスラックスが登場

24 



120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

◀ こちらのQRコードを読み込んでいただけると
Instagramの同窓会アカウントのプロフィール
ページにつながります。

オリジナルエコバックを１枚500円（税込み）で葵祭の同窓会ショップにて販売しています！
絵柄は、組にちなんだ花や植物のモチーフをデザインし、代々制服に取り入れられている
えんじ色を採用しております。普段使いにちょうどいいサイズです◎
本体サイズ／約280×280（持ち手含む410）（mm）、折りたたみマチ／約160（mm）

若菜同窓会公式インスタグラムを開始しました！【アカウント】@wakanadousoukai
昨年３月より投稿をスタートしたインスタのフォロワー数が100名を突破しました。

創立120周年を記念して同窓会オリジナルのLINEスタンプ＊リリースいたしました！
袴・旧制服・新制服を着た女子学生の可愛いスタンプです♪
昔の自分をそのまま思い出せちゃう!?可愛さです。
URL（LINE STORE）で「若菜同窓会」と検索するか、
QRコードを読み込んでご購入ください。
　　　https://line.me/S/sticker/30089697

みなさん！！
フォローよろしくね！！

LINEスタンプ販売

オリジナルエコバッグも販売中

インスタグラムはじめました！

そののわかな　Vol.6625 



120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

【
卒
業
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

野
村　

信
美
さ
ん
（
昭
和
35
年
卒
）

好
き
な
授
業
は
習
字
の
授
業
で
し
た
。
中
学
は
菊
組
で
担

任
は
黒
田
先
生
（
国
語
）、
卒
業
時
の
組
は
桐
組
で
平
田

先
生
（
数
学
）
で
し
た
。
人
間
国
宝
・
野
村
幻
雪
（
能
楽

師
）
氏
を
ご
主
人
に
持
ち
、
息
子
さ
ん
も
同
じ
道
を
進
ま

れ
て
い
ま
す
。

川
口　

園
子
さ
ん
（
昭
和
35
年
卒
）

中
学
の
担
任
は
島
田
先
生
、
あ
だ
名
は
「
園
子
ち
ゃ
ん
」。

妹
さ
ん
も
同
窓
生
で
テ
ニ
ス
部
で
し
た
。
息
子
さ
ん
は
有

名
な
ア
ニ
メ
制
作
会
社
の
経
営
者
で
あ
り
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
す
。
お
母
さ
ん
的
な
存
在
と

し
て
、
同
窓
会
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

麴
町
学
園
で
過
ご
し
た
日
々
の
お
話

・�

湊
先
生
の
話
。
湊
先
生
は
体
育
の
先
生
。「
お
ー
い
！
お

ま
え
さ
ん
！
」
と
生
徒
に
呼
び
か
け
て
い
た
。
先
生
を
中

心
と
し
た
集
ま
り
、「
湊
会
」
も
存
在
し
て
い
た
と
か
。

　

�「
し
っ
か
り
者
で
活
発
な
先
生
で
し
た
ね
。」（
野
村
さ
ん

談
）。「
し
っ
か
り
者
と
か
じ
ゃ
な
い
わ
…
怖
か
っ
た
わ

…
。」（
川
口
さ
ん
談
）

・�

当
時
、
芸
能
人
の
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
が
新
婚
当
時
の
新
居

が
学
校
の
近
く
に
構
え
て
い
た
の
を
友
人
と
見
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。（
野
村
さ
ん
談
）

・�

佐
々
木
先
生
が
高
1
の
時
に
新
任
で
い
ら
し
て
、
か
っ
こ

よ
く
て
憧
れ
て
い
た
の
よ
。（
川
口
さ
ん
談
）

野
村
さ
ん

―
周
り
の
方
へ
の
感
謝
を
お
伝
え
し
て
、
周
り
の
方
へ
目
を

配
っ
て
い
く
こ
と
に
気
を
配
っ
て
い
ま
し
た
―

　

特
殊
な
環
境
に
嫁
い
だ
の
で
、
郷
に
入
っ
て
学
び
続
け

ま
し
た
。
子
育
て
に
お
い
て
も
、
舞
台
の
本
番
で
子
供
が

寝
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
は
何
も

言
い
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
か
ら
は
決
し
て
口
に
も
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
稽
古
や
舞
台
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
、
先
生
に

「
お
子
さ
ん
を
ほ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て

い
た
の
で
、
稽
古
か
ら
帰
っ
て
き
た
息
子
へ
は
褒
め
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
辛
い
、
な
ど
と
は
、
言
っ
て
こ
な

い
限
り
こ
ち
ら
か
ら
も
聞
か
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
し

た
。

　

お
披
露
目
会
な
ど
、
人
が
集
ま
る
場
で
は
、
食
事
や
お

土
産
な
ど
は
常
に
余
分
に
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
の
は
主
催
者
側
か
ら
は
指
示
は
さ
れ
て
い

な
い
け
ど
、
緊
張
し
て
い
た
り
し
て
食
事
が
十
分
に
で
き

て
い
な
い
お
弟
子
さ
ん
に
配

慮
が
で
き
る
よ
う
な
用
意
は

し
て
い
ま
し
た
。

川
口
さ
ん

―
毎
日
、
と
き
め
き
と
感
謝
を

大
事
に
生
き
て
い
る
の
―

　

夫
と
舅
が
毎
日
、
ケ
ン
カ

し
あ
う
日
々
が
続
い
て
毎
日

ト
イ
レ
で
泣
い
て
い
た
け

ど
、
決
し
て
息
子
た
ち
に
夫
の
愚
痴
な
ど
は
言
わ
な
か
っ

た
わ
。
父
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
主
人

が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
考
え
深
か
っ
た
わ
。
そ
の
後
、
見

届
け
た
か
の
よ
う
に
母
も
亡
く
な
っ
た
の
よ
。や
っ
ぱ
り
、

一
人
で
い
る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
考
え
ち
ゃ
う
の
よ
ね
。
だ

か
ら
、
ず
っ
と
は
塞
ぎ
こ
む
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
近
所

に
い
っ
ぱ
い
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
を
作
り
、
宝
塚
、
歌
舞
伎

の
世
界
に
“
心
の
恋
人
“
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
る
わ
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

　

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
の
全
て
を
載
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。貴
重
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
に
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
永
島
は
、
お
二
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
「
良
妻

賢
母
」
と
は
、「
女
子
の
鑑
」
と
は
、「
女
性
と
は
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
も
の
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象

が
あ
っ
た
の
が
、
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
良
妻
賢
母
」
と
は
、「
女
子
の
鑑
」
と
は
、
家
事
や
洋
裁

が
で
き
る
人
の
こ
と
で
は
な
く
、

・
相
手
の
こ
と
を
思
い
、
節
度
を
も
っ
て
立
ち
回
れ
る
人

・�

旦
那
さ
ん
（
主
催
者
）
と
同
じ
目
線
で
戦
う
、
同
じ
方
向

性
を
歩
む
の
で
は
な
く
、
同
じ
位
置
に
は
い
な
が
ら
も
、

旦
那
さ
ん
（
主
催
者
）
と
は
違
う
方
向
を
向
い
て
、
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
任
さ
れ
た
役
割
と
し
て
、
分
業
の
よ
う

に
担
え
る
人

と
、
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
け
ば
、結
婚
を
し
て
い
な
く
て
も
、

家
庭
や
家
族
の
中
で
の
自
分
の
立
ち
位
置
、
仕
事
に
お
い
て

誰
で
も
「
良
妻
賢
母
」「
女
子
（
人
と
し
て
の
）
鑑
」
に
な

れ
る
か
も
と
思
い
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
永
島
（
以
下
：
ナ
）
が
、
麴
町
学
園
に
か
か
わ
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
一
二
〇
周
年
記
念
号
と
い
う
こ
と
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
卒
業
生
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

（左）川口　園子さん　　（右）野村　信美さん

同
窓
会
３
年
目
の

ナ
ガ
シ
マ
が
伺
い
ま
す
！

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー‼
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120 th Anniversary
麴町学園若菜同窓会

（国立大学）
東京藝術大 1

   

   

（私立大学）
亜細亜大 1
学習院女子大 3
共立女子大 10
玉川大 1
駒沢女子大 1
慶応大 1
敬愛大 1
北里大 1
國學院大 2
桜美林大 1
産業能率大 1
実践女子大 2
十文字学園女大 1
駿河台大 1
順天堂大 4
女子栄養大 1
昭和女子大 5
神奈川大 1
成城大 5

令和６年度　大学合格者
（私立大学）

成蹊大 1
清泉女子大 1
聖心女子大 1
千葉工大 1
専修大 3
早稲田大 1
大妻女子大 3
帝京科学大 1
帝京大 1
帝京平成大 1
東京医療保健大 3
東京家政大 2
東京工科大 1
東京女子大 5
東京農大 4
東京富士大 1
東邦大 1
東洋大 41
同志社大 1
日本工大 1
日本女子大 3
日本体育大 2
日本大 4

   

（海外）
カーディフ大学（英） 1
エクセター大学（英） 5
クィーンズ大学ベルファスト（英） 3
シェフィールド大学（英） 4
リーズ大学（英） 4
サリー大学（英） 1
スターリング大学（英） 1
ニューカッスル大学（英） 2
イーストアングリア大学（英） 2
ダラム大学（英） 1
ランカスター大学（英） 1
マンチェスター大学（英） 3
リバプール大学（英） 1
ドゥルー大学（米） 1
サンフランシスコ州立大学（米） 1
アデレード大学（豪） 1
シドニー大学（豪） 1
西オーストラリア大学（豪） 1
オークランド大学（新） 1
  

  

（その他）
警視庁 1

（私立大学）
白百合女子大 1
武蔵大 3
武蔵野大 2
文化学園大 1
法政大 4
明治学院大 3
明治大 6
立教大 2
和洋女子大 1

    

（短期大学）
女子美大短大部 1

    

（専門学校）
TCA東京ECO動物海洋専門学校 1
バンタン渋谷美容学院大学部 1
慈恵看護専門学校 1
東京ビジネスアカデミー 1
東京医薬看護 1
日本菓子専門学校 1
文化服装学院 1
   

44月月 入学式参列 12月月 大築家お墓参り

 

  

1月月 二十歳の集い
同窓会より軽食・飲み物を提供しました。

66月月 体育祭見学
東京体育館

3月月 卒業式参列

9月月 葵祭 同窓会より卒業生へ花束の
プレゼント
昨年の卒業生が
花束贈呈をしました。

入場制限無しでの開催で、
多くの卒業生が来校しました。

  

  

11月月 バス旅行
  

 

日帰り旅行
クルーズランチ

  

 

  

  

同窓会のいちねん

そののわかな　Vol.6627 27 



編集後記
　同窓生の皆様、お元気でいらっしゃいま
すか。昨今の異常気象で日本・世界が思わ
ぬ事態に直面し、日常生活にも影響を及ぼ
しています。被害を受けられた方々に心よ
りお見舞い申し上げます。
　学校では堀口千秋校長先生が退任され新
たなお立場でご尽力いただく事になりまし
た。同窓会名誉会長として三年間大変にあ
りがとうございました。４月より大久保靖
先生をお迎えして新学期がスタートしまし
た。
　120周年記念企画においての原稿作成や
取材にご協力いただきました皆様に、心よ
り感謝申し上げます。
 令和７年５月（編集部）

令和５年度決算報告（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

収入の部
科　目 ５年度決算 摘　　要

前年度繰越金 1,975,137

同窓会入会金 2,028,000 13,000×156名

学園祭収益  50,360 

寄付金  543,626 通信費ご寄付
ゆう貯振込 473,626　現金 70,000

雑収入  22 利息

収入合計  4,597,145 

支出の部
科　目 ５年度決算 摘　　要

「そののわかな」発行・配送料  1,146,530 発行費用・配送料

活動費  345,812 学校見学児童へのプレゼント代・
二十歳の集い・学園祭

通信費  40,614 ホームページ・切手等郵送代

慶弔費  60,000 お香典・学校式典等

会議費  34,146 総会費・理事会費・コピー他

卒業式記念品  64,000 花束　＠500×128

事業積立金  473,626 ゆうちょ定期預金へ

次年度繰越金  2,432,417 

支出合計 4,597,145

麴町学園同窓会事務局

電　話：03−3263−3014
http://kojimachigakuen-wakanadosoukai.com

【
同
窓
会
事
務
局
よ
り
】

■
総
会
の
お
知
ら
せ

　

 

日
時  
令
和
７
年
５
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
前
11
時
よ
り

　

 

場
所  

麴
町
学
園
に
て

　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
よ
り
）

　

 

出
席
さ
れ
る
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
学
校
事
務
室
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
通
信
費
等
ご
寄
付
の
御
礼

皆
様
に
は
、
同
窓
会
に
ご
支
援
・
ご
寄
付

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
ご
寄
付
は

　

６
１
５
，
３
１
２
円
で
し
た
。

賜
り
ま
し
た
ご
厚
志
は
同
窓
会
活
動
の
た

め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
同
窓
会
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

■
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

�

体
育
祭

　
　

６
月
17
日
㈫

　
　

エ
ス
フ
ォ
ル
タ
ア
リ
ー
ナ
八
王
子

　
　

最
寄
駅
：
京
王
線
狭
間
駅

　

葵
祭

　
　

９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
　

麴
町
学
園
に
て

―�

訃
報�

―

　

多
田
俊
男
先
生

令
和
６
年
５
月
６
日（
00
歳
）
ご
逝
去

永
年
に
わ
た
り
母
校
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

住所変更などの手続きのお願い

住所や氏名など変更した場合は、
麴町学園若菜同窓会のホームペー
ジのお問い合わせホームにてお手
続きをお願いします

学園事務室へのお電話
でも受付ております。

郵送物について、宛先不明でご本人に届かない
場合があります。皆様のご友人（同窓生）で、
転居されている方がいらっしゃいましたら、
住所変更などのお手続きをお伝えくださいます
ようお願い申し上げます。

※�

行
事
予
定
の
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
公
式
Ｈ
Ｐ
で
最
新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

昭和40年卒の同期会昭和40年卒の同期会（11月15日㈯）（11月15日㈯）
昭和49年卒の同期会昭和49年卒の同期会（11月22日㈯）（11月22日㈯）
母校にて開催します。母校にて開催します。
詳細は、まもなく個別に案内状を詳細は、まもなく個別に案内状を
お送りします。お送りします。

同期会のお知らせ

麴町学園若菜同窓会
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